
CS62D
PS/2, DVI, オーディオ対応KVMスイッチ

※CS62Dは2009年12月7日に販売終了しました。

CS62DはPETITEシリーズ従来モデルから大きく進化しました。DVI機能、2.1chサラウンドシステム対応のオーディオ機能により、ケーブル一体型
PS/2タイプKVMスイッチとして最先端に位置する製品です。アナログモニタのような信号劣化がないDVIビデオに対応し、KVMスイッチを通してもク
リアでシャープな映像が維持されます。またもう一つの大きな特長として、リモート切替スイッチを搭載しています。スイッチ本体は邪魔にならない
場所に配置し、デスクトップにはこの切替スイッチのみを置いて、切替操作を行うことができます。

 

特長

1組のDVI-D対応コンソールで2台のコンピュータを操作
オーディオ(マイク、スピーカー)対応-スピーカーは2.1chサラウンド対応
ワイヤードリモコン搭載によって好きな場所にスイッチを設置可能
本体一体型のケーブル-各ケーブル長：コンソール側1.2m、コンピュータ側60cm/1.2m
KVM/オーディオの独立切替可能-1台のコンピュータはKVMを選択、別の1台はオーディオを選択可能　
切替方法-プッシュボタン（ワイヤードリモコン）ホットキー
PS/2キーボード・マウスエミュレーション
Microsoft IntelliMouse、スクロールホイール付きマウスに対応
VGA解像度-最大1,920×1,200@60Hz、DDC2B準拠
Win2000以降、Linux、FreeBSD 対応
HDCP対応

仕様
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